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l. 実践事例 1 小学部-r基本姿勢・学習姿勢」をテーマにした小学部の実践
事例ー
1 .対象:小学 2年生 脳性まひ
学校生活は補装靴をはいて主に独歩で移動。学習は当該学年の基礎的目標 ・内容に重点





































象児は友達の発言 にも 影響され， 学習時は背中が丸まっていることが多く，号令の際の姿







































































































・自立活動の授業は週 2時間(うち中 1~ 3の各 1時間を筆者が担当)
・指導医標は「生活の流れと自分の心身の状態へのつながりをとらえ，体の休め方や言語か








































































































間く D 次第に時間ではなく， ~これをやったら』というように勉強内容や自分に合った
やり方を見つけ，見通しを持って計画が立てられるように変わっていった。中 3では，
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けた。これらの力をテス トや行事に活用し，自ら対策を講じ実施 し振り 返ると い うPDC
Aサイクルを繰り返した。すると日常的な疲れや動かしにくさへの気づきにつながり， 自
己ケアの習慣化及び必要な支援を求める力を身につけた。つまり身体の学習を基軸に，見
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( 1 )テーマ の設定
職場実習に向けて，自 立活動の時間の中 で図 8のテーマを学年全体に提示した。内容と













平成 26年度 3学期(高等部 1年次) 。 自立活動の時間の指導の中でテーマを学年全体
に説明し，全生徒と指導者全員で共有した。その後 3 それぞれの担当に分かれ，生徒と指
導者の 1対 1で 次年度の職場実習に向けて，自分の障害等による学習上，生活上の困っ
ていることと必要な配慮、について振り返った。対象児については， 口周りの動か しにくさ











平成 27年 1学期に職場実習先の希望調査を実施。本人から都内 区役所障害福祉課の希
望が出た。希望先は当校からの依頼は初めてであり かっこれま で他の学校からも肢体不
自由 生徒を受け入れたことがなかった。そのため，まずは受け入れの可否を判断するため
に生徒の様子を教えてほしいと 言われた。そこで， 1年次にまと めた図 9の資料に加え，
トイレや車いすでの移動は自立 していること ，姿勢の崩れを軽減させるため に学校では座
位保持いすを使用していること (図 10) ，パソ コン操作の様子(図 11) 等 を自立活動








図 11 学校での様子 (/¥ソコン)















実習は平成 28年 1月に 3日間実施した口実習反省会では働く態度はもちろんのこと，
前に確認していた配慮事項に関す ることも振り返った。報連本目をする際に聞き取りにく
さや時間がかかることについては，遠慮、せずに何度も聞いてもよいということや， 口頭が
















































































イクルを実感できるよう，自立活動の「時間の指導Jにおいて， iテーマ j を設定して，









業のための個別の指導計画(日常的な PDCAサイクルを回す) ] [授業の中での教師向
士の「学びあいJ] [指導法について体系的の学ぶ継続的な研修}のすべてを機能させる







て設けられたテーマは，キャリア教育の 4領域[1意思決定能力] [2情報活用能力] [3 
人間関係形成能力] [4将来設計能力}に関連している。
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教室でいきる自立活動の時間の指導実践
キャリア教育は「卒後とか十年後を想定して，段階的に学ぶJとか「卒業後に役立つ力 j
「大人になったときに必要な力」という視点で取り上げられることも多く そのために教
員とっても克童生徒にとっても，とらえにくいものと考えやすい。学校での日常生活場面
や学習場面に散りばめられた「テーマj に対応することがキャリア教育につながるという
視点でとられると，実感をもって実践できる。自立活動の「時間の指導J と「キャリア教
育j の繋がりが日常的に実感できれば，教師が主体性をもって学び続ける動機づけはさら
に強くなると考える。
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